
20広報もとみや6月号
　日時　　場所　　内容　　料金　　講師　　対象

　定員　　申込み　　問い合わせ先

時 場 内 料 講 対

定 申 問

イ
ベ
ン
ト
・
講
座

募

集

健

康

福

祉

子
育
て
・
教
育

く
ら
し

お知らせ　I N F O R M A T I O N

問

問

問

対

対申

農
用
地
区
域
除
外
申
請
受
付
の
一
時
中

断
に
つ
い
て

　

市
で
は
、「
農
業
振
興
地
域
の
整
備
に
関

す
る
法
律
」
に
基
づ
き
、
農
業
振
興
地
域
整

備
計
画
の
見
直
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

見
直
し
に
伴
い
、
年
２
回
行
っ
て
い
る
農
用

地
利
用
計
画
の
変
更
申
出
（
農
振
除
外
等
）

の
受
付
に
つ
い
て
、
７
月
受
付
分
よ
り
一
時

中
断
し
ま
す
。
再
開
時
は
広
報
等
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。
皆
様
の
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　

農
政
課　

農
政
係　

☎
24-

５
３
８
５

多
文
化
共
生
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し

て
い
ま
す

　

市
で
は
、
国
籍
を
問
わ
ず
誰
も
が
暮
ら
し

や
す
い
社
会
を
築
き
、
様
々
な
人
々
、
団
体

が
互
い
に
協
力
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
心
の
成

長
を
促
す
「
互
い
の
心
に
響
き
あ
う　

多
文

化
共
生
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
目
指
し
て
、「
本

宮
市
多
文
化
共
生
基
本
方
針
」
に
基
づ
き
施

策
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
方
針
を
基
に
、

多
文
化
共
生
に
貢
献
す
る
活
動
を
行
っ
て
い

る
団
体
に
対
し
て
、
助
成
金
を
交
付
し
、
活

動
を
支
援
し
ま
す
。

　

市
内
に
活
動
拠
点
を
持
ち
、
国
際
理
解
と

多
文
化
共
生
の
ま
ち
づ
く
り
に
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
い
る
、
ま
た
は
取
り
組
も
う
と
す

る
団
体
で
以
下
の
事
業
を
行
う
も
の
。

①
国
際
理
解
の
推
進
、
多
文
化
共
生
の
意
識

づ
く
り
を
主
目
的
と
す
る
事
業　

②
外
国
籍

市
民
の
地
域
生
活
お
よ
び
参
加
を
支
援
す
る

事
業

【
交
付
金
額
】

①
年
間
を
通
し
た
活
動
及
び
継
続
的
事
業

対
象
経
費
の
３
分
の
２
以
内
（
１
団
体
に
つ

き
上
限
10
万
円
）

②
単
年
度
の
み
実
施
の
イ
ベ
ン
ト
及
び
事
業

対
象
経
費
の
２
分
の
１
以
内
（
１
団
体
に
つ

き
上
限
５
万
円
）

　

政
策
推
進
課　

政
策
推
進
係

☎
24-

５
３
２
１

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
設
置
費
補
助
金

　

地
球
温
暖
化
防
止
対
策
の
一
環
と
し
て
、

環
境
の
保
全
と
負
荷
の
低
減
、
持
続
可
能
な

社
会
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
住
宅
へ
太

陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
を
設
置
す
る
方
に
対
し

て
、
設
置
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

　

①
市
内
に
住
ん
で
い
る
方
、
ま
た
は
、
住

も
う
と
し
て
い
る
方　

②
太
陽
光
発
電
シ
ス

テ
ム
を
既
存
、
も
し
く
は
新
築
住
宅
に
設
置

す
る
方
、
ま
た
は
、
シ
ス
テ
ム
が
設
置
さ
れ

た
新
築
住
宅
（
建
売
住
宅
）
を
購
入
す
る
方

③
電
力
事
業
者
と
電
力
供
給
契
約
を
締
結
す

る
方　

※
た
だ
し
、
過
去
に
太
陽
光
発
電
シ

ス
テ
ム
設
置
に
関
し
、
市
か
ら
補
助
金
の
交

付
を
受
け
て
い
る
方
は
、
該
当
に
な
り
ま
せ

ん
。

【
補
助
金
額
】

１
キ
ロ
ワ
ッ
ト
当
た
り
２
万
円
（
補
助
上
限

８
万
円
、
最
大
４
キ
ロ
ワ
ッ
ト
分
ま
で
）

　

①
工
事
着
工
前

補
助
金
交
付
申
請
書
に
必
要
書
類
を
添
付

し
、
生
活
環
境
課
ま
た
は
白
沢
総
合
支
所　

市
民
福
祉
課
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

②
工
事
終
了
後

実
績
報
告
書
を
提
出
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

（
最
終
提
出
期
限
：
平
成
28
年
３
月
31
日
）

　

生
活
環
境
課　

環
境
係　

☎
24-

５
３
６
２

マ
ナ
ー
を
守
っ
て
動
物
を
飼
い
ま
し
ょ
う

　

動
物
を
飼
う
こ
と
は
、
動
物
の
命
を
預
か

る
こ
と
で
す
。
飼
い
主
は
、
動
物
が
健
康
で

快
適
に
暮
ら
せ
る
よ
う
に
す
る
と
と
も
に
、

社
会
や
近
隣
に
迷
惑
を
及
ぼ
さ
な
い
よ
う
に

す
る
責
任
が
あ
り
ま
す
。
人
と
動
物
が
共
に

生
き
て
い
け
る
社
会
の
実
現
に
は
、
飼
い
主

の
モ
ラ
ル
と
マ
ナ
ー
が
必
要
で
す
。

①
犬
の
放
し
飼
い
は
絶
対
に
し
な
い

　

犬
の
放
し
飼
い
は
法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い

ま
す
。犬
が
人
に
危
害
を
加
え
な
い
よ
う
に
、

ま
た
犬
が
苦
手
な
人
に
恐
怖
感
を
与
え
な
い

よ
う
に
、
鎖
や
綱
で
つ
な
ぎ
ま
し
ょ
う
。
散

歩
の
と
き
も
決
し
て
鎖
な
ど
か
ら
放
し
て
は

い
け
ま
せ
ん
。
万
が
一
の
こ
と
や
犬
の
苦
手

な
人
の
こ
と
を
考
え
、
絶
対
に
犬
を
放
さ
な

い
で
く
だ
さ
い
。

②
散
歩
の
と
き
は
ふ
ん
の
処
理
道
具
を
持
参

す
る

　

散
歩
は
犬
に
と
っ
て
、
ス
ト
レ
ス
を
発
散

す
る
大
切
な
機
会
で
す
。
し
か
し
、
き
ち
ん

と
ふ
ん
を
片
づ
け
な
い
と
、
地
域
の
景
観
を

損
ね
た
り
、
悪
臭
の
発
生
に
よ
り
他
人
の
迷

惑
に
な
り
ま
す
。
自
分
の
家
の
周
り
に
ふ
ん

を
さ
れ
る
人
の
こ
と
も
考
え
、
散
歩
に
連
れ

て
行
く
と
き
は
ス
コ
ッ
プ
や
ビ
ニ
ー
ル
袋
な

ど
、
処
理
道
具
を
持
参
し
て
、
必
ず
ふ
ん
を

持
ち
帰
り
ま
し
ょ
う
。

③
飼
い
主
の
都
合
で
動
物
を
捨
て
な
い

　

犬
や
猫
を
捨
て
る
こ
と
は
「
動
物
愛
護
に

関
す
る
法
律
」
で
禁
止
さ
れ
、
違
反
す
る
と

動
物
虐
待
の
罪
で
罰
せ
ら
れ
ま
す
。
飼
い
始

め
る
前
か
ら
正
し
い
飼
い
方
な
ど
の
知
識
を

持
ち
、
飼
い
始
め
た
ら
、
動
物
の
種
類
に
応

じ
た
適
切
な
飼
い
方
を
し
て
、
健
康
・
安
全

に
気
を
配
り
、
最
後
ま
で
責
任
を
持
っ
て
飼

い
ま
し
ょ
う
。

④
野
良
ね
こ
に
え
さ
を
与
え
な
い

　

無
責
任
な
え
さ
や
り
に
よ
り
、
増
え
て
し

ま
っ
た
ね
こ
が
、
悪
さ
を
す
る
、
ふ
ん
の
放

置
、
鳴
き
声
、
臭
い
等
に
よ
る
苦
情
が
発
生

し
て
い
ま
す
。
え
さ
を
与
え
た
場
合
、
た
と

え
野
良
ね
こ
で
あ
っ
て
も
え
さ
を
与
え
た
本

人
に
責
任
が
生
じ
ま
す
。
そ
の
ね
こ
が
い
た

ず
ら
を
し
て
近
隣
に
迷
惑
を
か
け
た
場
合
、

責
任
を
取
ら
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
の
で
無

責
任
に
野
良
ね
こ
に
え
さ
を
与
え
る
こ
と
は

や
め
ま
し
ょ
う
。



21 広報もとみや6月号

時

場

料

対
定

イ
ベ
ン
ト
・
講
座

募

集

健

康

福

祉

子
育
て
・
教
育

く
ら
し

　I N F O R M A T I O N　お知らせ

問

問

問

情
報
公
開
制
度
・
個
人
情
報
保
護
制
度

の
運
用
状
況
を
公
開
し
ま
す

　

市
で
は
市
の
取
組
み
・
活
動
を
市
民
の
皆

さ
ん
に
説
明
す
る
責
務
を
果
た
す
た
め
に
情

報
公
開
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
個
人
情

報
の
適
正
な
取
り
扱
い
と
個
人
の
権
利
利
益

の
保
護
を
行
っ
て
い
ま
す
。

◆
情
報
公
開
制
度
運
用
状
況

本
宮
市
情
報
公
開
条
例
第
16
条
の
規
定
に
基

づ
き
、
平
成
26
年
度
の
運
用
状
況
を
次
の
と

お
り
公
表
し
ま
す
。

●
開
示
請
求
件
数　

７
件

　

・
開
示
件
数　

５
件

　

・
部
分
開
示　

１
件

　

・
取
り
下
げ　

１
件

◆
個
人
情
報
保
護
制
度
運
用
状
況

　

本
宮
市
個
人
情
報
保
護
条
例
第
31
条
の
規

定
に
基
づ
き
、
平
成
26
年
度
の
運
用
状
況
を

次
の
と
お
り
公
表
し
ま
す
。

●
開
示
請
求
件
数　

６
件

　

・
部
分
開
示　

６
件

◆
個
人
情
報
の
訂
正
及
び
利
用
停
止
請
求

●
訂
正
請
求
件
数　

０
件

●
利
用
停
止
請
求
件
数　

０
件

　

総
務
課　

総
務
係

☎
24
‐
５
３
０
１

「
法
テ
ラ
ス
二
本
松
」
３
年
間
延
長
が
決

定
し
ま
し
た

　

平
成
27
年
３
月
31
日
に
、「
東
日
本
大
震

災
の
被
災
者
に
対
す
る
援
助
の
た
め
の
日
本

司
法
支
援
セ
ン
タ
ー
の
業
務
の
特
例
に
関
す

る
法
律
」（
震
災
特
例
法
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
）
の
３
年
間
の
延
長
が
決
定
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
法
テ
ラ
ス
二
本
松
も
引
き

続
き
３
年
間
存
続
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。　

法
テ
ラ
ス
二
本
松
で
は
、
原
発
賠
償
問
題
以

外
で
も
民
事
上
の
「
法
律
相
談
」
の
ほ
か
、

司
法
書
士
・
行
政
書
士
・
社
会
福
祉
士
・
社

会
保
険
労
務
士
・
税
理
士
・
建
築
士
・
土
地

家
屋
調
査
士
に
よ
る
「
よ
ろ
ず
相
談
」
も
無

料
で
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
「
法
律
相
談
」
は
月
曜
か
ら
金
曜
日
、「
よ

ろ
ず
相
談
」
は
火
曜
・
木
曜
日
で
す
。

　

法
テ
ラ
ス
二
本
松
（
二
本
松
市
図
書
館
向

い
）　

０
５
０
３
３
８
１
‐
３
８
０
３

問

市立保育所臨時職員募集
市では、市立保育所の臨時職員を募集しています。

　　保育士の資格がある方

　　10名程度

　　7:00から19:00までの間で7時間45分の交代

勤務

※勤務時間が４～６時間程度の短時間勤務も可能で

すので、お問い合わせください。

　　市内保育所５カ所（本宮第１保育所、本宮第２

保育所、本宮第３保育所、五百川幼保総合施設、白

沢保育所）のいずれか

　　20歳～34歳の方　日額7,370円

35歳以上の方　日額8,000円

　 ハローワーク二本松　☎２３－０３４３

幼保学校課　幼保教育係　☎２４－５４４６

危険物安全週間
～正しい取扱いの再確認～

６月７日（日）～６月１３日（土）は危険物安全週間です !!
灯油、ガソリン、塗料などは私たちの生活に欠かせないものですが保
管方法を誤ったり、危険性を意識せずに使用したりすると火災や事故
につながりかねません。危険物安全週間を機に、もう一度正しい取り
扱いについて確認しましょう。

　注）ホームセンター等で購入できるスプレー缶などには危険物に該当するものもあります。
　　　注意事項をよく読み、使用方法に注意してください。

　安達地方広域行政組合消防本部　☎２２- １２１１

保管時･使用時のポイント
・灯油やガソリンなどは性能試験をクリアした容器で保管

する

・高温多湿な場所に置かない

・フタは確実に閉め、転倒・落下に注意する

・屋外の直射日光の当たる場所に置かない

・空気調節ネジがあるものは操作し、圧力を抜いてからフ

タを開ける

・気温が高い時には容器の変形や噴出に気をつける

・狭い空間では定期的に換気する

・使用中は火気を使用しない

※ここで言う『危険物』

とは･･･

　消防法で定められて

いるもので、一般的に火

災発生・火災拡大の危険

性が大きく、消火の困難

な物品を言います。


